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４０年ぶりにリニューアルオープンし 

たばかりの那須塩原市にある千本松牧場 

へ産地見学に行ってきました。 

東京ドーム１７８個分の広大な敷地で、 

牧場全体が鳥獣保護区に指定されています。１００年以上那須塩原の地で「自然との共生」

をテーマに持続可能な循環型酪農に取り組まれています。 

広大な自社畑で収穫した牧草・コーンを飼料として乳牛に与えることにより、北海道を上

回る自給飼料比率を実現し、また飼料会社から購入する飼料についても、遺伝子組み換えを

していない原材料に限定し、安心安全な生乳を毎日生産しています。 

他の牧場の生乳を混ぜないこと、飼料までが千本松牧場生まれというのが自慢だそうです。        

（宇都宮北委員会 鈴木） 

 

毎週のくららでホウライ商品を案内しています。 
 

４月５週では・・・ 
 

２７８ 那須千本松牛乳（1000ｍｌ） 

２８２ 千本松牧場低温殺菌牛乳（500ｍｌ） 

２９０ 生乳仕立て のむヨーグルト 

２９１ 千本松牧場生乳 100％プレーンヨーグルト（100ｇ×3） 

 

産地訪問報告  
 

千本松牧場（那須塩原市） 
 

2024年 12月 2日（月）  
 

宇都宮北委員会 

 

その他商品も毎週ご案内しています！ 

 

報告◇SDGs古いネクタイでコサージュを作ろう 2月１８日・栃木市民交流センター きららの杜蔵の街楽習館 

2月１８日栃木市民交流センター、きららの杜蔵の街楽習館にて「SDGs古いネクタイ

でコサージュを作ろう」ー講師 鈴木泰子先生ーを開催しました。 

皆さんそれぞれ“ご自身が以前ご主人にプレゼントしたネクタイ”だったり“”捨て

ようと思ったのよ“だったり“100均のネクタイ”だったりとのネクタイを持参してく

ださいました。とっても簡単にできてしまうので文章にする方が難しいのですが…。

裁縫が苦手な私のお話をさせていただくと、先生がぐし縫いでとおっしゃているのに

粗いなみ縫いに、そして何故か途中まつり縫いになってしまっても大丈夫！素敵なコ

サージュになりました。(簡単ということが伝わったら嬉しいです) 

参加してくださった皆さんも「思ったより簡単！」「想像した以上に素敵に仕上がっ

た」と感想をいただきました。 

一本のネクタイからコサージュと蝶ネクタイが両方作れます。お母様とお子さんと

ペアでつけてもステキです。 

皆さんもぜひ作ってみてはいかがでしょうか。      （文化委員会 今川） 
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、 

古代中国の邪気払いを由来に持つのがこどもの日。日本では 1948.5.5.に「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかると

ともに、母に感謝する」祝日として制定されました。 

アメリカ発祥の母の日は、亡くなった母の追悼式で娘が参列者にカーネーションを配ったことから始まりました。 

子を想う気持ちと親を想う気持ちが行き来するこの時期、身近な人と楽しい時間を作ってみませんか？  

※ 商品は 4月 5週くららの案内番号です。                                            （理事 篠原） 

 

 

かき氷シロップをアレンジ！ 

 牛乳や炭酸水を入れて子ども向けの飲み物に 

 ワインやジン、炭酸水などを使って大人向けの飲み物に 

４２ かき氷シロップ いちご 

４３ かき氷シロップ 有機ぶどう 

 

こんにゃくゼリーはパウチから出して… 

 砕いて炭酸水やお酒を入れてひと味違うデザートに 

４８３ 飲むこんにゃくゼリー ぶどう 

４８４ 飲むこんにゃくゼリー りんご 

 

『こいのぼりパンケーキ』 

 やや楕円になるようにパンケーキを焼き、生クリームや

ジャムを入れて半分に折り、チョコレートで目やウロコを

描く 

５４７ パンケーキ ネオハイミックス（砂糖使用） 

 

『カーネーション』 

 花言葉は「純粋な愛」「愛を信じる」、お花をもらうと幸せな気持ちと笑顔が生まれます。

普段はなかなか言えない「ありがとう」をお花に乗せて… 

６００ カーネーション レッド 

 

よつ葉文庫 

No.1334「北の国から家族４人で幸せ自給生活」～住まい・水・電気・薪・衣食まで

ぜんぶ～東電社員を辞めて始めた自給生活。   

三栗祐己・三栗沙恵著、農山漁村文化協会 

 
２０１１．３.１１の東日本大震災、東京電力福島原発放射能問題で考え方、生き方を変えた人

はいると思います。著者は東京電力に勤めていました。原発事故によって、自分の勤める会社が

エネルギー問題を解決するどころか、状況を悪化させてしまったことに大きな絶望感と無力感を

抱き、退社。タイのジャングル生活にあこがれ、２０１３年に行きはじめ、５年間で３００日程

家族で過ごして、２０１８年に北海道の山奥で自給生活を始めました。 

北海道で自給自足をめざすのに、冬の厳しさは衣食住すべてが大きい壁です。著者の家族は、

自給自足の大先輩の力を借りながら、一つ一つ自分たちのものにしていきます。その知恵と工夫

と大胆なやり方にびっくりします。決して昔の不自由な生活を求めているわけではなく、オンラ

イン講座を開設して、収入を得ています。 

「遊暮働学」という遊び、働き、学びを暮らしと一体化させる考え方と暮らしぶりは、気ぜわ

しい今の世の中の流れの中では特別ゆったり見えます。写真が多く、具体的な流れ、動きがわか

り、こんなやり方で、こんな物で、やれることに知恵と工夫がつまっています。 

衣食住全てに自給生活をチャレンジすることは非常に難しいですが、一部分ならできることが

折り込まれています。他から学ぶことを学べる一冊です。 

(顧問 冨居) 

 




